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歩き始めの子供の靴着用実態と足部形状（m 2報）足部形状の追跡的研究
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　目的　第１報では、歩き始めの子供の靴について、その保育者を対象に着用実態を調査

し、消費科学的考察を試みた。その調査結果から、「成長を考慮して大きめのサイズの靴

を選択する」実態やその適合度に問題があることが認められた。そこで本報では、それら

の乳幼児を対象に足部計測を行い、発達の度合を縦断的に考察した。

　方法　被検者は第１報の対象となった乳幼児207名である。計mm目は、足長、足幅、

足高など7項目であり、マルチン人体計測器の他、山越製作所足高計測器を用いた。各

被検者に対し４か月毎に１年間、追跡的計測を実施した結果から、成長状態、各項目間の

相関などについて考察を行った。

　結果　足長、足幅、足囲ボールはいずれも、４か月毎に危険率1 ％の有意な増加を示し

た。しかし、足高および足首囲には第３回から４回の計測で減少傾向がみられ、直線的増

加をたどらないことが認められた。各項目の相関関係については、足長と身長に高い相関

がみられ、足長は身長から推定可能であることがわかった。また、足長と他の足部計m項

目間にも相関関係が認められたが、足高については足長はじめ、他の項目とも相関が認め

にくく、足長を基準とした靴において、足高が最も適合しにくいとされた第１報の調査結

果と一致した。第１回計測値を因子分析した結果、第１因子「月齢」、第２因子「出生時

の体格」、第３因子「足部サイズ」、第４因子「足部充実度」が抽出された。成長につれ

て因子構造に若干の違いがみられたため、月齢別の結果についても検討を加えた。
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2Gp-I 胴部体表面形状からみた婦人衣服パターン構成に関する研究（第2報）

・肩部の平面化要素とパターンへのm造化
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　【目的】第１報で前胴部体表面展開図の構造をブロックに分けて検討した結果、平面での

体形は複雑で人体寸法などの体形要素と展開図での平面化要素（間隙）から成り、間隙は

衣服ではダーツや体形によるゆるみに対応して，衣服設計では重要な構成要素であった。
第２報では前胴部体表面展開図の頚部・肩部ブロックを中心に体形要素と間隙を把握し，

衣服バターン作成のための展開図の構造化と人体寸法からの間隙量の予測を試みた。

　【方法】被験者は平均年齢19.3歳の女子50名。右前胴部体表面に基準線(ヨコ:前額付根線

FNL,前肩線FSし,前肩幅線FSWLl～2,胸幅線CWLl～2,前乳頭位胸囲線FBLl～3などタテ:前正
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原型の形状に近い平面展開図を作成した。展開図のFNL,

FSLに間隙は入っていない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　- wI･･¬　　｢　　　　w vyfw'―wwFw　　－　　¶　　'【結果】1.頚部・肩部の平面化要素として前肩幅線に間隙が平均lcm，前腕付根線にFASL4

間隙がある。前肩幅線のFSWLl間隙は小さく,人体の前中央部BLとFSWLlから構成される。

FSWL2間隙は平均0.60cniでやや大きい。⑨,⑩ブロックの構成辺の展開図と人体の寸法はほ

ぼ同じで，展開図は密着衣原型の構造を示唆した。2.FSWL2間隙を含むFSWL2は⑨,⑩ブロッ

クの六辺の人体寸法の幾何学的関係式からほぼ構造化できる。FSWL2間隙は前肩先斜丈の

体形に関係し,さらに胸幅線vi2間隙とr=0.72の相関がある。FSWL2間隙は⑨,⑩ブロックの

六辺の人体寸法とCWL2間隙から構成され, FSWL2間隙を含むFSWし2は肩部の三辺の人体寸法

とCWL2間隙から高い精度で推定可能である(R=0.98,寄与率95.85%)。3.FSWL2間隙,CWL2間隙,

FBL2間隙,CFL間隙２は相互に関係して表出するため，人体寸法と各間隙による重回帰式の

連立方程式から総合的に算出した。各間隙量と算出した間隙量との平均値には危険率i%で

有意差はないが，高い相関がなかった。今後，間隙の有無を判別した分析が必要である。
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